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追 憶 文

堀 江 保 蔵 先 生 を偲 ん で

角 山 榮

勲二等瑞宝章,京 都大学,京 都産業大学:薪名誉教授,経 済学博士堀江保蔵先生 は,平

成3年8月23目,京 都市北大路 の浜田病院.で87歳 の天寿を全 うされた。告別式 は上京区

上御霊馬場町 の御 自宅の近 く長林寺におい て,真 夏の太陽 照 りっけ るなか,別 れを惜 し

む人 び とが多数参列 するなかで とり行われ た。・

堀江先生 は昭和3年 京都帝国大学経済学.　彫ヒ.≠業後,大 学院 において本庄栄治郎先生

の下 で経済史研究にたず.さわれ,講 師,助.ii姓1乏をへ.て昭和20年3月 教授,そ の後 同42年

3月 に定年退官 され,るまで,.経 済学部長,附 属li贈 館 長 な どの要職 を歴任 された。定年

退官後は京都産業大学教授 とな り,同44年 ・1月か ら47年3月 まで副学長を勤 め られ た。

同53年3月 に退職 されたのちは,家 庭 で過.i茎れ ることが多 くな ったが,悠 タ自適,.も っ

ぱ ら趣味 として こられた囲碁を友 とし,晴 耕 雨読の.liヨ々を送 ってお られた。平成元年5

月,京 都国際会館 で挙行 され た経済学部創.:[∠7α.同年祝賀会 の席上で,記 念講演をされ る

お元気 な姿を拝見 したのは,つ い このあいだの こ.とであった。 だか ら先生 はお元気 でお

過 しの こととばか り思 っていた。

ところが平成3年6月:19日,突 然奥 さん;:.・ら;k廃 車の先生の病状が悪化 した とい うお

電話を頂いた。先生が入院 してい らした と.はまった く寝耳 に水 で,早 速堀江 ゼ ミ生 ら関

係者 に連絡す るなど慌ただ しくな った。病!…崇に駆け.つけた とき,手 術後の先生は意識 も

は っき りしてお られ,い つ もの元気 なお声.で退塊す.'る日の話を してお られた。

しか し奥 さんの話 では,6月1日 囲碁の友人を訪ねるべ く家を出 られ た先生 は,地 下

鉄北大路駅近 くの路上で躓いて転倒 され,救 急 車で浜 田病 院へ運ばれた。 そこで治療 と

精密検査 を重ね るうちに,内 臓ががんに侵 され ているこ,とが発見 された とい うことであ

..つた。その ことを先生が御存知であったか ど.うか知 らないが,暑 い夏場を過 ぎ涼 しくな

れば,自 宅へ帰れる日を楽 しみに してお られ る様子であ った。 しか し奥 さん始 め御家族

の献身的看病の甲斐 もな く,つ いにそのまま帰 らぬ人 とな られたのである。悲 しいかな,
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入院わずか3ケ 月足 らず,先 生 は永遠 の眠 りにっかれたのであった.。

(375)19ユ

先生が遺 された業績 は,経 済学部長,図 書館長 な どのf l'M:的活動,社 会経済史学会常

任理事,経 営史学会理事 としての学会活動,そ の他多方13ilにわた る社会活動が あるが,

ここではふれ ないでお く。一方,御 専門の経済史関係の箋!i繍は,著:書 ・論文多数,そ の

うち著書の数 だけで も約20冊 にのぼ る。 この短 かいスペ …二天では先生 の学問的業績 の全

貌は とて も紹介で きないが,敢 てい くつかに焦点を しぼ'.;てダi生の業績を回顧 し遺徳を

偲ぶ ことにしたい。

さて,戦 前 におけるわが国経済史研究を振 り返 ってみると.,そ の中心は東 と西 とに分

れていて,両 者の間に どの程度交流があったか どうかよ く知 らないが,西 の中心 はい う

まで もな く京都帝国大学であった。 とりわけ本庄栄治郎1箔::生.を中心 に昭和4年 にできた

経 済史研究会,そ の後 それが発展 して昭和8年 に創設された 匠体 経済史研究所,こ こが

まさに 日本経済史研究の メッカといわれた ところであ り,若 い学者が多数集い研究は活

況を呈 していた。月刊機関誌r経 済史研 究』 の発行,rlヨ 本経済史辞典』の編纂 などを

つ うじ,日 本を代表す る優秀 な日本経済史家が多数輩出L ,た、,本庄先生の直弟子 であ る

先生 もその一人であった。r経 済論叢』99巻1号(昭 和4:;:年1月)の 堀江先生退官記念

号 に掲載 された 「著作 目録」をみる と,戦 前 の先生 の論=艶:の殆ん どすべては 『経済史研

究』及 び 『経締論叢』 に寄稿 された もので,い まの若 い人か らは奇異に見 えるか もしれ

ないが,昭 和6年 に創設 された社会経済:史学会の機 関誌r社 会経済史学』へは昭和19年

に一篇寄稿 してお られ るだけである。 こうしてその成果 を・一・・肝.の本にまとめ世に問われ

たのが,『 我国近世の専売制度』(日 本評論社,昭 和8年)て あ る、,本書は実証主義を

貫 く本庄史学 の精髄で,学 界か ら高 く評価 され,.戦 後 も臨川書店 か ら復刻版が出た古典

的名著の一つである。

私は昭和17年9月,経 済学部 に入学,当 時訓育指導班 と1、・う・今風にいえば一種のプ 戸

ゼ ミの制度があ り,偶 々堀江先生の指導班 に所属 していた.,,歴史 に関心 のあ った私 は,

そのまま2年 生か ら始 まるゼ ミにも堀江 ゼ ミに残 らた。セ.ミといr,て も学徒 出陣前 の約

2ケ 月間,毎 週1回 先生の家で夜遅 くまで 「南進論」その他をテ…マに報告 し討論 し合

った出陣ゼ ミであ った。回を重ねる毎に,召 集令状が きて・一・人減 リニ人減 ってい ・つた。

とにか くゼ ミといって も落ちついて資料を読んだ り.先 生か ら近世文書の読み方を教 わ .
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るような環境 には なか ったが,み んな戦場へ赴 く1:=との意味を歴史の中に見出す ことに

懸命 であ った。

ところで戦後 の歴史研究は,周 知のよ うに戦前 の 「日本資 本主義論争」の継 承 ・復活

か ら始 まった。戦前 の堀江先生 は本庄史学 の下 にあ ったので,こ の論争 に直接 関与 され

た ことはない。 しか し時代の問題に鋭敏な:先生 は,先 生 なりに一つ の見解を もってお ら

れた。その一端 は昭和13年 に出版 された:「「:i本資本主義の成立』(大 同書院)の 中に見

られる。本書はマルクス主義が盛ん な当降1≒の学界か らは殆ん ど無視 されたのは当然 であ

るにして も いま読 み返 してみる と,戦 観先皇がいち早 く近 代成長史学の立場 に立 って

明治期経済史研究に着手 し,『 明治維新 と経済近代化』(至 文堂:,昭 和38年)を 上 梓さ

れたの も,実 は本書の中にその芽が準備 され「::いた ことが分 る。

いまでこそ日本経 済の 「近代化」 とい ピ:用語は常識化されているが ,当 時 は駐 日米大

使 ライシャワの反動的路線 として学界の反発を買 う用語 であ った。それを敢 て標題 に掲

げた著書を出版する ことは勇気 のい る行為 であ った:。先生 にその勇気 と自信を与 えた も

の,そ れは先生が早 くか らアメ リカに出張 し,世 界の学者 との交流をつ うじてえた情報

と確信であった。だか ら先生の 日本近代化論 は日本国内よ りか海外で注 目され,先 生の

研 究室には欧米の学者やアジアの留学生¢出入 りが絶 えなか った。

昭和30年 代初 めか ら退官 され るまで,先 生の誕生 日である正月5日 に,毎 年先生の家

へ私たち卒業生 とζもにアジアの留学生 力=:町人か招かれ,国 際色豊かな新 春放談会が開

かれた。先生が もっ とも愉 しみに してお られたのもこの新春放談会であった し,私 たち

もこの ささやかな国際交流の場か ら多 くのことを学んだのであった。 日本 は どうしてい

つまで も民主化 ・近代化を達成 できないのか といった 「封建遺制.」の廃棄を問題に して

いた当時の学界状況の中にあ って,日 本がなぜ欧 米.以外の世界 でひと り急速 な近代化 ・

工業化 に成功 したか とい う議論が,外 国での 日.本研究の中心的課題 になってい ることを

知 ったの も,こ うした国際交流 の場か らであ った。1司時 に,私 自身 に とって「封建論争」

か ら脱却す る契機 に もな った。

そ こへ私事に亘 って恐縮であるが,昭 和38年 文部省在外研究員 としてLSEへ1年 間

留学す る機会が与 えられた。 イギ リスの学者た.ちの.日本を見 る眼は近代化 された 日本で

あ り,と きにば見習 うべ き日本 であ り,し だいに 日本 に対 する関心が高 ま りっつあった

時代である。 しか しイギ リスを訪れる日本;ワ学 者や歴史家 は,そ の殆 ん どすべてが封建
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的 日本,非 近代的 日本論者 であった。私が無名の地方大学:の・一留学生 であるにかかわ ら

ず,ロ ン ドン大学市民大学部主催の3日 間の合宿セ ミナ・一・"』日本問題」の講師 として招

かれ,ド ーア教授,ニ ッシュ博士 とともに講義する光栄 に浴 したの も,近 代化論 め先駆

者堀江先生 の御指導 ・訓育 の賜物 と感謝 してい る。

話が少 し脇道 へそれたが,先 生の日本経済近代化論 と一…体 になってい るのが,経 営史

研 究であ り,そ の柱を なすのが一つは 「近代企業 家の発生.」.1、・ま.・・一つが 日本的経営 シ

ステムの核を なす 「家」の研究である。

そもそ も経済発展の主体 として近 代企業家や企業家精神が注 目され る契機にな ったの

は昭和30年 代中頃の東畑精一 ・中山伊知郎 らの 『経済主体性講.座』.であった。 しか し先

生 は戦前すでに 『日本資本主義 の成立』の中で 「企業精神.」と.いう・一節を設け,と くヒ

士族 の間に企業 心が養成 された ことを論 じてお られた。その構想を戦後発展 させたのが

「近代 日本 の先駆的企業家一 石河正韻 と大島高任一 」(r経 済論叢』84巻3号 ,昭 和

34年9月)を は じめとす るい くつかの論文である。 しか し先生が もっとも情熱を注がれ

たのが,昭 和36年 滋賀大学 で開催 された社会経済史学会大会においてオーガナ イザ ーと

して企画 ・運営 され た共通論題 「近 代企業家の発生」 であ.つた、、先生 の問題提起は シュ

ンペーター一とか,A.H.コ ール,T.S.ア:ン ユ トン,C .ウ,rル ソンな どの企業家論を

ま とめた もので,そ の ときの共通論題は,の ちに当 日の報告者 の論文 も含め,社 会経済

史学会編r近 代企業 家の発生』(有 斐閣,昭 和38年)と して出版 された。

いま一つ 「家」の研究 は,終 身雇用,年 功序列,企 業別 労組..集 団主義 にみ られ る日

本的経営のルー ツを どこに求め るか とい う問題 と絡んで,先 生晩年の研究の中心を なす

ものであった。憶 えば退官講義 のテーマ も 「日本経済史におけ る 『家』の問題」であっ

た。そ して先生最後の著書になったのも 『日本経営史 にお:ナる 「家」 の研 究』(臨 川書

店,昭 和59年)で あ り,本 書には既 発表の論文6篇 のほか、新稿2篶 も加 えられている

ところをみて も いかに先生が 「家」の研究に執念を燃や.1、てお られたかが分 る。

しか し 「家」 の問題 はむつか しい。私 も折 にふれて何 回 とも欺 く先生か ら 「家」が 日

本社会 と経 済に果 してきた メリットとデメ リッ トを承 った,、堀江先生か らだけではな く,

文学部 の田辺元先生か らも昭和20年2月 の退官講義で,憾;海 道 の哲学を述 べちれなが ら

いかに自分 が 「家」の束縛か らの解放に苦闘 してきたかを涙 なが らに懺悔 され た壮絶 な

講義を さいていだ こともあって,私 にとつセ 「家」の問題 はかんたんに結論を 出す.こと
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は む つ か しい 。 先 生 の 問 題 提 起 は,し ば ら く熟 す.る ま で 暖 め させ て 頂 く こ とに し て筆 を

お く。


